
       
 

 

 

 

 
 

福岡大学 ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）  

医学部医学科 

学位（教育）プログラム名：医学  

 

【知識・理解】 

A-1 基礎（正常構造と機能、発達、成長、加齢、死、心理、行動）、臨床（病因、構造と機能の異常、診断、

治療）、社会医学（医療安全、疫学、予防、保健・医療・福祉制度、医療経済）等の知識を習得し、診療

に応用できる。 

A-2 最新の医学情報を収集し、論理的、批判的に評価し、正しく応用できる。 

A-3 未解決の医学的、科学的問題を発見し、解決に取り組む事ができる。 

A-4 自己の到達目標を設定し、自ら学ぶ機会を持つことができる。 

A-5 診療、研究に国際的視野を持ち、情報収集と発信ができる。 

 

【技能】 

B-1 患者から病歴を的確に聴取でき、基本的な身体診察と臨床手技を実践できる。 

B-2 患者の病歴、診察所見から臨床推論ができ、診断に必要な検査を選択し、結果を解釈できる。 

B-3 頻度の高い疾患について、EBM（Evidence-Based Medicine)に基づいた診断、治療方針について説明でき

る。 

B-4  患者の安全と感染防止を十分に理解し、チームの一員として診療に参加できる。 

B-5 POS (Problem-Oriented System)を用いて診療録を記載し、カンファランスで適切にプレゼンテーション

ができる。 

 

【態度・志向性】 

C-1 生命倫理に基づいた医療、研究を遂行できる。 

C-2 他者を尊重し、利他的な態度で行動でき、患者の個人情報保護を遵守できる。 

C-3 多様な背景をもつ患者の意思決定を理解し対応できる。 

C-4 医師としての自尊心と向上心を持ち続けることができる。 

C-5 患者と家族、後輩、同僚､多職種医療者を尊重できる。 

 

【共通教育】 

共通教育の DPに関しては別に定める。 

共通教育に関する DPをもって学位（教育）プログラム DPを構成する。  

 

【専門教育科目】 

医学部医学科における卒業時学修成果に関しては、別に定めた「FU―RIGHT」でその詳細を示す。上記の DPに

加え、FU-RIGHTをもって学位（教育）プログラムの DPを構成する。 


